
 

 

 

 

 

    

 

夏休み                朝 飯 前                 
 ～ 時間を上手に使う ～ 

 
                                  校長 石井 宏明 

 

 関東地方も梅雨が明け、先週末から本格的な暑い日が続いております。まん延防止等重点措置が８

月２２日まで延長され、引き続き感染症防止に留意をしながら、これまで以上に熱中症防止にも十分気

をつけなければなりません。 

この第１学期も保護者や地域の皆様のお陰で、校内における集団感染や交通事故、熱中症等の救

急搬送等、大きな事件、事故もなく、本日終業式を迎えることができ、心よりうれしく感じております。 

この夏休みには、８月下旬にサマースクールとして、補充学習や水泳教室を計画しております。 

約４０日の長期休業終盤に子供たちの笑顔が見られるだけでも、ほっとする機会になりそうです。 

また、第２学期開始１週間前に、夏休みに取り組んだ宿題や絵画・ポスターコンクール、科学展、発明

創意工夫展、社会科マップコンテスト、読書感想文などについて、各担任(担当)に相談してみるのもよ

いと思います。 

 

さて、この夏休みは、自分自身で時間を使うことが多くなります。時間の管理、使い方を子供た

ち自身、ご家庭にお任せする期間となります。自分の自由にできる時間を発達段階に応じて、子

供たち自身で管理、マネージメントする力は、見通しをもつ力、計画を立てる力、時間内にやり

遂げようとする心、振り返る力等、知徳体のすべてをはぐくむことにつながります。 

 

そこで、未来を拓くしわすだっ子には、｢朝飯前にできる子｣になってほしいと考えております。 

この｢朝飯前｣という言葉は、とても簡単なこという意味ですが、実は、江戸時代では、朝起き

たら、近所の家庭、お年寄りの一人暮らしなど、困ったことが起きていないか、様子を見たり、

声をかけたり、できることをすることだそうです。 

そして、朝ごはんがすんだら働く、自分のため、生活のために働くのです。働いた後は、人の

ため、町のために、ボランティアをする。たとえば夏は、道に水をまいたりして、気持ちよくみ

んなが過ごせるようにしたり、明日の準備をしたということです。 

このようにして、自分のために使う時間と、家族の人、他の人のために使う時間をわけて考え、

自分もよい一日を過ごせ、他の人も気持ちよく過ごした、ということです。 

しわすだっ子にも、自分が｢朝飯前(かんたんに)｣にできることや、他の人にためにできること

はないか、考えて行動してくれるといいなぁと願っております。 

時間を上手に使える子は、知恵のある子です。  

時間を上手に使える子は、自分の心をコントロールできる子です。 

時間を上手に使える子は、未来の自分の健康をつくれる子です。  

この夏休みにおける時間の使い方によって、第２学期以降の子供たちの成長、育ちに少なから

ず影響が表れます。 

是非とも、子供たち一人一人が、いろいろなチャンスを取捨選択し、「時間の使い方」を工夫し、トラ

イする。それが｢朝飯前｣に思える、「朝飯前」にできるしわすだっ子になって、第２学期を迎え

られることを期待しています。 
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